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8日 (2K曜日)

‐‐
政 ‐
‐
嗣
が ‐‐
田
時 ‐
‐団
剣
ｄ
劇
Ｊ
引
州
引
引
目
祠
引
劇
Ｊ
一」ム
案
の
概
要
が
発
表
さ
れ
た
。
国
民
の
知
る
権
利
を
侵
害
す
る

と
し
て
い
か
れ
て
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
て
き
た
法
案
で
あ
る
。
秘
密
の
指
定
方
法
は
、
自
衛
隊
法
の

「防
衛
秘
密
」

が
モ
デ
ル
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
自
民
党
政
権
が

一
九
八
〇
年
代
に
画
策
し
、
世
論
の
反
対
で
廃
案
と
な

っ
た
国
家
秘
密
法
案
の

一
部
が
復
活
し
た
も
の
だ
。　
一
度
は
葬
り
去
ら
れ
た
国
家
秘
密
法
案
が
よ
み
が
え
ろ
う
と
し

て
い
る
。

（佐
藤
圭
）

あの国家秘密法案が一部復活

国
困
回
測
謳
鶴
接否
“の

防
衛
省
と
自
衛
隊
は
秘
密

保
護
を
名
日
に
国
民
を
幅
広

く
監
視
し
て
い
る
。
そ
の

一

端
が
明
る
み
に
出
た
の
が
、

自
衛
隊
の
情
報
保
全
隊
が
○

三
十
〇
四
年
ヽ
イ
ラ
ク
ヘ
の

自
衛
隊
派
遣
に
反
対
す
る
市

政
府
は
〇
四
年
、
自
衛
隊

を
イ
ラ
ク
に
派
遣
し
た
。
情

報
保
全
隊
が
派
遣
に
反
対
す

る
市
民
ら
を
調
査
し
て
い
た

問
題
は
、
共
産
党
が
〇
七
年

に
公
表
し
た
自
衛
隊
の
内
部

文
書
に
よ

っ
て
暴
露
さ
れ

情
報
収
集
で
は
一

隊
を
批
判
す
る
・

と
し
て
分
類
し
ニ

違
法
な
活
動
だ
‐

批
判
す
る
。

昨
年
二
月
の
一

決
は
情
報
収
集
・

を
侵
害
し
違
法

原
告
五
人
に
計
．

嘔
扇
圏
量

機
関
の

国
の
安

を
与
え

が
必
要

な
情

報
え

る
。
公
務
員
ら
が

高
１０
年
の
懲
役
刑

提
出
。
ス
パ
イ
行
為

刑
を
死
刑
と
定
め
て

野
党
や
世
論
の
反
発

は
国
家
秘
密
法
案
の

虎
視
眈
々
と
狙

っ
て

二
〇
〇

一
年
九
月
の

同
時
テ
ロ
直
後
の
臨

で
、
米
軍
の
ア
フ
デ

ン
攻
撃
を
支
援
す
ス

措
法
が
制
定
さ
れ
シ

国
会
で
自
衛
隊
法
ム

れ
、

「防
衛
秘
密
」

テ
ロ
特
措
法
と
は
由

い
自
衛
隊
法
が
抜
ロ

ｒ
研
Ⅲ
鰍
曰

罐
江興「誰
姉

「国
家
秘
密
法
案
の
試
み

が
挫
折
し
て
も
、
す
べ
て
が

終
わ
っ
た
ゎ
け
で
は
な
か
っ

た
。
自
衛
隊
法
の
防
衛
秘
密

は
、
国
家
秘
密
法
案
の
つ
ま

み
食
い
。
外
交
と
治
安
分
野

の
秘
密
を
加
え
た
も
の
が
、

特
定
秘
密
保
護
法
案
に
ほ
か

な
ら
な
い
」
と
、
軍
事
評
論

核鶴
鰹
家
電
懲
鶴
繁
禦
ｒ

国
家
秘
密
法
案
は
、
自
民

党
が
八
五
年
に
議
員
立
法
で

■|■1■■■■■:

名
古
屋
弁
護
士
会
の
国
家
秘
密
法
反
対
デ

モ
。
世
論
の
反
発
が
強
く
廃
案
に
な
っ
た

＝
１
９
８
５
年
、
名
古
屋
市
中
区
で
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政
府
が
臨
時
国
会
で
成
立
を
狙
う
特
定
秘
密
保
護
漱
案
の
概
要
が
発
表
さ
れ
た
。
国
民
の
知
る
権
利
を
侵
害
す
る

と
し
て
、
か
ね
て
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
て
き
た
法
案
で
あ
る
っ
秘
密
の
指
定
方
法
は
、
自
衛
隊
法
の

「
防
衛
秘
密
」

が
モ
デ
ル
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
自
民
党
政
権
が

一
九
八
〇
年
代
に
画
策
し
、
世
論
の
反
対
で
廃
案
と
な

っ
た
国
家
秘
密
法
案
の

一
部
が
復
活
し
た
も
の
だ
。　
一
度
は
葬
り
去
ら
れ
た
国
家
秘
密
法
案
が
よ
み
が
え
ろ
う
と
し

て
い
る
。

（佐
藤
圭
）

で
も
「秘
密
」乱
用
の
恐
れ

名
古
屋
弁
護
士
会
の
国
家
秘
密
法
反
対
デ

モ
。
世
論
の
反
発
が
強
く
廃
案
に
な

っ
た

―１
１
９
８
５
年
、
名
古
屋
市
中
区
で

あの国家秘密法案が一部復活

閥
国
闘
圏
囲
堕
閣
圏
宍
昭
鼎
日
一　
行
政

機
関
の
長
が
、
漏
え
い
す
る
と

国
の
安
全
保
障
に
著
し
く
支
障

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
、
秘
匿

が
必
要
な
情
報
を
特
定
秘
密
に
指
定
す

る
。
公
務
員
ら
が
漏
え
い
し
た
場
合
、
最

高
１０
年
の
懲
役
刑
。
機
密
情
報
を
扱
う
省

「
国
家
秘
密
法
案
の
試
み

が
挫
折
し
て
も
、
す
べ
て
が

終
わ

っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ

た
。
自
衛
隊
法
の
防
衛
秘
密

は
、
国
家
秘
密
法
案
の
つ
ま

み
食
い
。
外
交
と
治
安
分
野

の
秘
密
を
加
え
た
も
の
が
、

特
定
秘
密
保
護
法
案
に
ほ
か

な
ら
な
い
」
と
、
軍
事
評
論

家
の
前
田
哲
男
氏
は
危
機
感

を
あ
ら
わ
に
す
る
。

国
家
秘
密
法
案
は
、
自
民

党
が
八
五
年
に
議
員
立
法
で

提
出
。
ス
パ
イ
行
為
の
最
高

刑
を
死
刑
と
定
め
て
い
た
。

野
党
や
世
論
の
反
発
が
強
く

は
国
家
秘
密
法
案
の
復
活
を

虎
視
眈
々
と
狙

っ
て
い
た
。

二
〇
〇

一
年
九
月
の
米
中
枢

同
時
テ

ロ
直
後
の
臨
時
国
会

で
、
米
軍
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
攻
撃
を
支
援
す
る
テ

ロ
特

措
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

国
会
で
自
衛
隊
法
も
改
正
さ

れ
、

「
防
衛
秘
密
」
が
新
た

に
規
定
さ
れ
た
。

「
９

ｏ
Ｈ

後
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
、

テ

ロ
特
措
法
と
は
関
連
の
な

い
自
衛
隊
法
が
抜
け
駆
け
的

に
改
正
さ
れ
た
六
前
田
氏
）

「防
衛
秘
密
」
と
は
何

か
。
指
定
範
囲
を
示
し
た
捌

表
に
は

「自
衛
隊
の
運
用
又

は
こ
れ
に
関
す
る
見
積
も
り

若
し
く
は
計
画
若も
し
く
は
研

究
」
な
ど
十
項
目
が
並
び
、

自
衛
隊
や
防
衛
に
関
す
る
領

域
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
廃
案
に
な
っ
た
国

家
秘
密
法
案
の
防
衛
に
関
す

る
条
項
を
踏
襲
し
た
も
の
だ

っ
た
。

防
衛
相
が
秘
密
を
指
定
す

る
が
、
第
二
者
が
乱
用
を
チ

エ
ツ
ク
す
る
手
だ
て
は
な

い
。
実
際
、
防
衛
秘
密
の
件

数
は
、
〇
六
年
末
の
九
千
七

百
七
十
二
件
か
ら

一
一
年
末

に
は
三
万
七
百
五
十
二
件

ヘ

と
、
五
年
間
で
三
倍
に
膨
れ

上
が

っ
た
。
中
身
は
ベ
ー
ル

に
包
ま
れ
た
ま
ま
だ
。

政
府
が
今
月
三
日
に
発
表

し
た
特
定
秘
密
保
護
法
案
の

庁
と
契
約
を
結
ぶ
民
間
企
業
の
従
業
員
ら

も
罰
則
の
対
象
と
な
る
。
特
定
秘
密
を
取

鵬観
諦
駅
徹辞
鍵
澁
亦

の
侵
入
④
不
正
ア
ク
セ
ス
ー
は
処
罰
対

象
。
取
得
行
為
の
未
遂
、
共
謀
、
教
唆
な

ど
も
処
罰
さ
れ
る
。

概
要
を
見
て
み
る
と
、
対
象

と
な
る

「
特
定
秘
密
」
の
防

衛
に
関
す
る
指
定
範
囲
は
、

防
衛
秘
密
の
別
表
が
そ
の
ま

ま
使
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は

「
別
表
で
具
体
的
に
限
定
列

挙
す
る
」
と
説
明
す
る
が
、

歯

止

め

に
な

ら
な

い

こ

と

は
、
防
衛
秘
密
の
現
状
を
見

れ
ば
明
ら
か
だ
。

一ロロ皿ｍ胴躍Ⅲ耐開出　廃際江暉「』購翅漱ｒ僚

防
衛
以
外
の
①
外
交
②
外

国
の
利
益
を
図
る
目
的
で
行

わ
れ
る
安
全
脅
威
活
動
の
防

止
③
テ

ロ
活
動
の
防
止
―
の

三
分
野
に
つ
い
て
も
、
別
表

が
付
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も

防
衛
秘
密
と
同
様
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
が
広
範
囲
に
カ
バ

ー
さ
れ
、

「
限
定
列
挙
」
と

は
言
い
難
い
。

「テ
ロ
活
動
の
防
止
」
の

別
表
は

「
テ
ロ
活
動
防
止
の

た
め
の
措
置
又
は
こ
れ
に
関

す
る
計
画
若
し
く
は
研
究
」

と
、
防
衛
秘
密
の
書
き
ぶ
り

と
そ

っ
く
り
だ
。
こ
れ
で

は
、
例
え
ば
、
福
島
第

一
原

発
の
放
射
能
汚
染
水
漏
れ
な

ど
が
、
テ
ロ
活
動

し防
吐
の
観

点
か
ら
秘
密
だ
と
恣
意
的
に

指
定
さ
れ
る
可
能
性
を
排
除

（
』ヽ

二
よ

、

ｏ

自衛隊法の「防衛秘密Jは秘
密保護法案のモデルになつた

=東京都新宿区の防衛省で



何
で
も
「秘
密
」乱
用
の
恐
れ

券
θ
方
均
ハ早
翌
シ
ス
漸
オ
ス

ど
が
、
テ
ロ
活
動
防
止
の
観

点
か
ら
秘
密
だ
と
恣
意
的
に

指
定
さ
れ
る
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
。
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fr‐T鼻ま舞亀:f甲,
イ
ラ
ク
自
衛
隊
派
遣
に
反
対
す
る
市
民

の
動
向
が
詳
細
に
記
さ
れ
た
内
部
文
書 「権

カ
チ
ェ
ッ
ク
難
し
く
な
る
」

抱
え
て
い
る
の
だ
。

防
衛
省
と
自
衛
隊
は
秘
密

保
護
を
名
目
に
国
民
を
幅
広

く
監
視
し
て
い
る
。
そ
の

一

端
が
明
る
み
に
出
た
の
が
、

自
衛
隊
の
情
報
保
全
隊
が
〇

三
～
〇
四
年
ヽ
イ
ラ
ク

ヘ
の

自
衛
隊
派
遣
に
反
対
す
る
市

民
団
体
な
ど
の
情
報
を
収
集

・
分
析
し
て
い
た
問
題
だ

っ

た
。情

報
保
全
隊
は
、
前
身
に

あ
た
る
調
査
隊
を
改
称
し
、

人
数
を
大
幅
に
増
や
し
て
〇

三
年
に
発
足
し
た
。
目
的
は

「
自
衛
隊
の
機
密
情
報
の
保

護
と
漏
え
い
の
防
止
」
。
防

衛
秘
密
と
は
密
接
不
可
分
の

関
係
に
あ
る
。

政
府
は
〇
四
年
、
自
衛
隊

を
イ
ラ
ク
に
派
遣
し
た
。
情

報
保
全
隊
が
派
遣
に
反
対
す

る
市
民
ら
を
調
査
し
て
い
た

問
題
は
、
共
産
党
が
〇
七
年

に
公
表
し
た
自
衛
隊
の
内
部

文

書

に
よ

っ
て
暴

露

さ

れ

た
。
そ
こ
に
は
反
対
集
会
の

日
時
や
場
所
、
発
言
な
ど
が

詳
細
に
記
載
さ
れ
、
個
人
名

も
あ

っ
た
。

東
北
六
県
の
住
民
が
、
情

報
保
全
隊
の
監
視
は
憲
法
違

反
で
あ
り
、
精
神
的
苦
痛
を

受
け
た
と
し
て
、
情
報
収
集

の
差
し
止
め
や
賠
償
を
国
に

求
め
提
訴
し
た
。
原
告
団

・

弁
護
団
事
務
局
で
訴
訟
に
関

わ

っ
て
い
る
仙
台
市
民
オ
ン

ブ
ズ

マ
ン
前
代
表
の
千
葉
晃

平
弁
護
士
は

「
組
織
内
部
を

統
制
す
る
と
と
も
に
、
外
部

か
ら
の
接
触
者
を
監
視
の
対

象
と
す
る
。
し
か
も
単
な
る

情
報
収
集
で
は
な
く
、
自
衛

隊
を
批
判
す
る
人
た
ち
を
敵

と
し
て
分
類
し
た
。
違
憲

・

違
法
な
活
動
だ
」
と
厳
し
く

批
判
す
る
。

昨
年
二
月
の
仙
台
地
裁
判

決
は
情
報
収
集
を

「
人
格
権

を
侵
害
し
違
法
」
と
認
め
、

原
告
五
人
に
計
三
十
万
円
を

支
払
う
よ
う
国
に
命
じ
た
。

現
在
、
仙
台
高
裁
の
控
訴
審

で
審
理
中
だ
。

自
衛
隊
法
で
は
、
防
衛
秘

密
を
漏
ら
す
と
最
高
五
年
の

懲
役
に
処
せ
ら
れ
る
。
漏
え

い
の
共
謀

・
教
唆

・
扇
動
も

三
年
以
下
の
懲
役
が
科
せ
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
処

罰
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
例
え
ば
、
隊
員
ら

が
起
訴
さ
れ
、
裁
判
で
防
衛

秘
密
が
証
拠
と
し
て
法
廷
に

提
出
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ

れ
は
秘
密
で
は
な
く
な
る
。

罪
に
問
う
た
め
の
証
拠
を
提

示
で
き
な
い
と
い
う
矛
盾
を

・
秘
密
保
護
法
案
で
も
同
様

の
問
題
が
あ
る
。
裁
判
の
あ

り
方
は
重
要
な
論
点
で
あ
る

は
ず
だ
が
、
概
要
で
は
何
も

触
れ
て
い
な
い
。
民
主
党
政

権
時
の
有
識
者
会
議
で
は
、

基
準
に
の

っ
と

つ
て
指
定
さ

れ
た
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
裁

判
で
も
保
護
に
値
す
る
秘
密

と

「
推
認
」
す
る
仕
組
み
が

検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
で
は
秘

密
裁
判
と
も
言
え
る
司
法
手

続
き
に
な

っ
て
し
ま
う
。

千
葉
弁
護
士
は

「
秘
密
保

護
法
が
成
立
す
れ
ば
、
市
民

側
が
民
事
訴
訟
で
権
力
の
違

憲

・
違
法
な
活
動
を
訴
え
よ

う
に
も
、
そ
こ
に
特
定
秘
密

が
あ
る
と
、
逆
に
罪
に
問
わ

れ
か
ね
な
い
。
権
力
を
チ

ェ

ツ
ク
す
る
の
は
非
常
に
難
し

く
な
る
」
と
警
戒
す
る
。

政
府
は
、
法
案
概
要
に
つ

い
て

一
般
か
ら
意
見
を
募
る

パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
が
、
十
七
日
ま
で
の

十
五
日
間
と
極
め
て
短
期
間

だ

っ
た
。
反
対
世
論
が
盛
り

上
が

っ
て
廃
案
に
な

っ
た
国

眩
開
納
津
際
“
一

一 の
憲
呻
雌

に
事
を
運
ぼ
う
と
の
思
惑
が

見
え
隠
れ
す
る
。

前
出
の
前
田
氏
は

「憲
兵

隊
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
ら

せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
す
。
憲
兵
隊
は
、
旧

日
本
陸
軍
で
軍
事
警
察
を
つ

か
さ
ど

っ
た
組
織
。
権
限
は

次
第
に
拡
大
し
、
思
想
弾
圧

な
ど
国
民
生
活
全
体
を
監
視

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「秘
密
保
護
法
案
は
、
外

交

・
安
全
保
障
政
策
の
新
た

な
司
令
塔
と
な
る
日
本
版
国

家
安
全
保
障
会
議

（
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）
の
創
設
や
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
と

一
体
だ
。
こ
れ

ら
を
許
せ
ば
、
自
衛
隊
が
首

相
の

一
存
で
海
外
に
派
兵
さ

れ
、
反
対
す
る
人
た
ち
は
徹

底
的
に
弾
圧
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
国
民
全
体
で
危
機
感

を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
」


